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DuMA ニュースレター                                  2020年 3月 16日 

能登半島で震度５強を観測する地震が発生 

 ３月１３日午前２時１８分ごろ、能登半島の輪島市で震度５強を観測する地震が発生しました。 

 

 

震源は能登半島西部で暫定マグニチュードは５．５と報告されています。この地域では１９９３年に能登

半島沖で M６．６の地震が発生し、さらに２００７年３月には今回の震源の西南西で M６．９というかなりの

規模の地震が発生し、死者１名、負傷者３５０名以上を記録しました。ちなみにこの 2007年の地震で石

川県では初めて震度６強を観測しました。 

 

http://www.duma.co.jp/#!underground/c1nm0
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１３日未明に発生した地震は、この２００７年の地震の余震域の東側で発生したもので（図中に青色の

点で震央を示してあります）、最も単純な解釈はこの地震の余震というものです。しかし問題は１９９３年

の地震と２００７年の地震の間には、割れ残りの領域が存在しているのです（図中の青色の□で囲んだ

領域）。もしこの領域が一度に割れるとマグニチュード７程度の地震が発生する可能性が残されていま

す。 

 地学的な時間スケールでは、将来この青四角で示した空白領域を埋めるように M７クラスの地震が発

生する事は確実なのですが、この『時間』とは１０年ないし数十年、時には１００年単位というもので、半年

以内とか数年以内といった時間スケールで発生した事はほとんどありません。 

極めて稀な例ですが、一週間ほどの間に隣接地域で発生した例としては、慶長伊予地震、慶長豊後

地震、慶長伏見地震というものがあります（１５９６年）。ちなみに慶長伏見地震では伏見城の天守閣や

二の丸が倒壊しています。 

 現在同様な状況と考えられるのが、２００５年の福岡県西方沖地震を発生した警固断層の南東延長

（福岡市がまさにその地域に入っている）や、２０１６年の熊本地震の南西側（布田川断層）なのです。 

 

 

３月１３日の能登半島の地震の位置付け 

 今後の推移ですが、３月９日のニュースレターでお知らせした DuMAダッシュボードでも、能登半島周

辺で地震活動静穏化異常が出現中であった事に触れています。 

今後、 

１）２００７年の地震の余震であり、活動はこれで収束、 

２）地下天気図ではダッシュボードに示すようにまだ静穏化の異常が続いているので、さらなる地震活

動が発生する、 

という可能性が考えられます。 

 

観測事実として、地下天気図の静穏化領域の広がりから、前出の図の青色の四角で示した空白域で

はなく、石川県、富山県の広い領域でもう少し注意が必要と考えています。 

  

http://www.duma.co.jp/#!underground/c1nm0


 

DuMAが提供する情報については、万全の注意を払って掲載していますが、その開発中のアルゴリズムから計算される情報に対しては完全性・正確性・最新性・有用性などを保証するもの

ではありません。ユーザー様に生じたいかなるトラブル・損失・損害に対しても、DuMAは一切責任を問わないものとします。  提供する情報の利用に関しては、ユーザー様ご自身の責任

において行っていただきますようお願いいたします。  DuMAニュースレターで提供いたします「地下天気図®による地震情報」の無断転送・転載・２次利用はご遠慮ください。  ご利用は原則としてご

契約様ご本人とそのご家族の方への情報共有までとさせていただきます。(個人会員)  ―  記事の無断転用は禁止します。 ―   本掲載記事の著作権はDuMA Inc.が保有しております。 © 2016 DuMA 

Inc. All Rights Reserved. 地下天気図®は DuMAが独占ライセンスを受けている登録商標です。 

 

http://www.duma.co.jp 

日本列島陸域の地下天気図® 

 ２月１０日のニュースレターに引き続き、日本列島の陸域に特化した地下天気図解析です。３月１３日

時点の L タイプと M タイプの２種類の地下天気図をお示しします。 

 

 次にお示しするのが L タイプの地下天気図です。 
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 次にお示しするのが M タイプの地下天気図です。 

 

 

 重要なのは、L タイプと M タイプの双方で静穏化異常が出現している事です。M タイプは静穏化異常

の検出感度は高いのですが狼少年になりやすいアルゴリズムとも言えます。 

 少なくとも３月１３日の時点では、能登半島周辺地域の静穏化の異常は継続中である事がわかりまし

た。 
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